
令和５年度 第４回飼い主のいない猫等の不妊去勢手術推進協議会 

日 時：令和６年２月１３日(火) １３時～ 

場 所：家庭動物啓発センター 

次    第 

１ 報 告 

不妊去勢手術支援の進捗状況について【資料①】 

２ 議 事 

（１）不妊去勢手術支援の課題と対策について【資料②】

（２）来年度の事業（案）について【資料③】

（３）その他

３ 閉 会 

【配布資料】 

・説明資料

① 不妊去勢手術支援の進捗状況

② 不妊去勢手術支援の課題と対策

③ 来年度の事業（案）



資料① 

飼い主のいない猫等の不妊去勢手術推進モデル事業の進捗状況について 

１． 飼い主のいない猫枠 

●選定地域数（想定頭数）：34 地域（518 頭）

●申請地域数（チケット交付数）：33 地域（54３枚  ※47 枚が期限切れ返却済み）

●手術頭数（7～9 月期）：211 頭（オス 98 頭、メス 113 頭）

（１0～12 月期）：181 頭（オス 84 頭、メス 97 頭）  

２． 多頭飼育枠 

●選定数（想定頭数）：8 件（82 頭）

●申請数（チケット交付数）：8 件（77 枚  ※3 枚が期限切れ返却済み）

●手術頭数（7～9 月期）：31 頭（オス 15 頭、メス 16 頭）

（10～12 月期）：17 頭（オス 6 頭、メス 11 頭） 

※R6.2.5 現在



【参考】チケット交付数 

飼い主のいない猫枠 

申請地域 交付数 地域名（交付数） 

東区 ３ ２０ 

博多区 5 11０ 

中央区 2 4９ 

南区 8 15２ 

城南区 3 23 

早良区 5 87 

西区 7 １０２ 

計 33 543 

多頭飼育枠 

申請数 交付数 地域名（交付数） 

東区 ２ ２３ 

博多区 1 18 

中央区 0 0 

南区 0 0 

城南区 0 0 

早良区 ４ 29 

西区 1 7 

計 8 77 



資料② 

不妊去勢手術支援の課題と対策 

【課題１】 

協議会として、モデル事業を周知する媒体を持っていない。 

問題発生地域の把握方法が限られている。 

求められる対応 

・広く市民等に情報を発信し、モデル事業の周知を図る

・協議会関係者だけでは把握できない情報の把握に努める

対  策 

○ホームページの作成

・現在、ホームページの新規構築及び保守運用について、複数社から概算見積

を徴収している

・協議会の承認が得られれば、今年度中に作成し、来年度当初からの公開開始

を目指す

2 月中旬  見積合わせ・委託業者決定 

２月～３月 ホームページ構築 

４月      ホームページ公開 

（参考）神戸市人と猫との共生推進協議会  http://kobeneko-happy.com/ 



【課題２】 

社会福祉部門との繋がりが乏しく、多頭飼育枠の支援が予定数に満たなかった。 

求められる対応 

・多頭飼育に陥りがちな高齢者等との関わりが強い社会福祉関係従事者との連携

強化を図る

対  策 

○社会福祉関係従事者向けチラシの作成・配布・・・別紙参照

【課題３】 

市民や動物関係団体から、支援を希望する問い合わせが多数寄せられている。 

求められる対応 

・広報、周知を行うことにより見込まれる相談数増加に対応する枠組みが必要

・選定枠の対象外の市民等からの要望への対応を検討

対  策 

○公募枠を新設 200 頭

※公募枠の応募条件として、「申請者自身で対象猫の捕獲・運搬を完結できる

こと」とする。



身近に 心配な猫の飼い主さんいませんか？
～飼い主のいない猫等の不妊去勢手術推進事業のご案内～

社会福祉関係従事者の皆さまへ

福岡市は、（一社）福岡市獣医師会や動物愛護関係団体と協働で、市内の猫の多頭飼育者に対す
る不妊去勢手術の無償支援を行っています。
飼い主さんが高齢であったり経済的に困窮している場合は、動物の適正な飼育管理が難しいこと
が多く、多頭飼育崩壊のリスクも高まります。
自宅訪問などの際に、気になる飼い主さんはいませんか？チェックリストに１つでも当てはまっていれ
ば、多頭飼育崩壊に陥る（またはすでに陥っている）可能性があります。

問い合わせ先
福岡市飼い主のいない猫等の不妊去勢手術推進協議会事務局
（福岡市動物愛護管理センター/家庭動物啓発センター）
住所：〒819-0005 福岡市西区内浜1-4-22
TEL：891-1231（音声ガイダンス③を選択）
E-mail：dobutsukanri.PHB@city.fukuoka.lg.jp

※多頭飼育崩壊とは、飼い主が不妊去勢手術などの適切
な処置を行わず動物が無秩序に増えた結果、適正な管理
ができず、周辺の生活環境に影響が生じている状態です。

※多頭飼育崩壊を防ぐためには、早期発見・早期対応が
重要です。

※猫は年に２～３回妊娠可能で、１回に４～６頭出産します。
１頭の猫が１年間で２０頭以上に増える可能性もあります。

２～３頭から
でも、まずは
ご相談下さい。

猫の飼育状況

□ 不妊去勢手術をしていない猫が複数頭いる。

□ 半年～1年の間に数が増えている（仔猫が産まれている、野良猫を保護しているなど）。

□ 猫が放し飼いにされている（家の内外を自由に出入りしている）。

衛生環境

□ 糞や尿、食べ残しなどの掃除が滞り、不衛生な状態になっている。

□ 害虫やねずみが多数発生している。

□ 近隣住民から飼育状況に起因する苦情などがある。

ちょっと



○居住者：飼い主（女性、70代）、息子（４0代）
○居住環境：賃貸/アパート
○猫の総数：１８頭（オス８頭、メス10頭）
概要
・４年前に迎え入れた1頭のメス猫が繁殖を繰り返し、現在の頭数に増えた。
・民生委員から家庭動物啓発センターに相談があり、事実発覚。
・センター職員が現地を訪問し、飼い主に手術の必要性を説明。手術の費用負担が経済的に困難
であることから、支援開始となった。
・複数の動物関係団体の協力もあり、全18頭の手術を2日で終える。
・猫は飼い主が全頭飼養を継続している。センターからはトイレを増やすこと、譲渡などで猫の頭数
を減らすこと等を指導。手術後はオス猫のスプレー行動がなくなり、室内の悪臭も改善された。

○居住者：飼い主（女性、60代）
○居住環境：持ち家/戸建て
○猫の総数：１１頭（オス６頭、メス５頭）
概要
・近隣住民から家庭動物啓発センターに相談があり、発覚。
・飼い主は庭で給餌しており、庭に多数の猫が居ついていた。
・どのように手術に取り組めば良いかわからず、また経済的にも手術が困難であったため、猫が繁
殖を繰り返していた。
・飼い主だけでは猫の管理もままならない状況であったが、近隣住民が協力を申し出てくれたこと
により、支援開始を決定。開始後すぐに庭の清掃やトイレの設置を行った。
・現在も近隣住民の協力を得ながら、猫の管理（清掃や給餌）を行っている。

事例１

事例2

一斉捕獲

庭に居ついた猫たち

トイレの増設 手術完了！

手術完了！庭の清掃・トイレの設置



資料③

飼い主のいない猫等の不妊去勢手術推進事業 あすなろ猫事業（※令和５年度参考）
福岡市飼い主のいない猫等の不妊去勢手術推進協議会 （公社）福岡県獣医師会　いのちをつなぐ委員会　

メス・オス手術代無料 自己負担メス11,000円、オス5,500円
福岡市内 福岡県内
200頭（一次100頭、二次100頭） 400頭
１～３頭まで １頭まで
ホームページ メール
抽選 抽選
当選者のみチケット送付 当選者のみメール通知

受付期間 ５月～６月頃 ４月１５日　～　　５月１５日
手術実施期間 ７月～８月 ６月　１日　～　　７月３１日
受付期間 １０月頃 ９月　１日　～　１０月　１日
手術実施期間 １１月～１２月 １０月１５日　～　１２月１５日

通知方法
選定方法

【一次】

【二次】

公募枠（案）

申込方法
１回の申し込み頭数
頭数
対象地域
支援内容
主体団体名

令和６年度からの拡充ポイント
・手術支援頭数を800頭に拡大
・野良猫の手術支援を拡大するため「公募枠」を新設

令和６年度飼い主のいない猫等の不妊去勢手術推進事業について
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